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 昨今の新型コロナウイルス感染症患者の増

加に対応して、当院では以下のような対応をし

ています。 

 まず、当院では新型コロナウイルス感染症

の軽症〜中等症患者さんの入院診療を行って

いますが、入院患者さんは独立した病棟に入院

しており、他の疾患の患者さんが同一病棟には

いません。必要な検査を行うために病棟を出る

時も他の患者さんが少なくなった時間を見計

らって、標準感染防御策実施のもと行っていま

す。今日まで入院した新型コロナウイルス感染

症患者さんから感染が広がったことはありま

せん。 

 次に、発熱のある外来患者さんへの対応で

すが、当院ホームページに発熱のある患者さん

へ、（１）必ず予約が必要なこと、（２）必ず

マスクを着用すること、（３）受診当日に必ず

事前に電話連絡をすることをお願いしていま

す。そして、当院に到着した際には、通常の出

入り口ではなく、専用の出入り口からお入りい

ただき、専用の診察室

で診療を行っています。

必要に応じて抗原検査あるいは PCR 検査を実

施しています。また、発熱のない当院かかりつ

け患者さんに対しては、病院入り口で検温を実

施しています。その際に 37.5 度以上の体温の

患者さんには、発熱のある外来患者さんと同様

の対応をしています。また、外来待合スペース

においては、椅子の間隔調整、椅子の間に透明

ボードの設置、手指消毒用のアルコールの配置

等の対策を実施しています。それでも来院する

ことに不安がある患者さんに対しては、電話に

よる診察も実施しています。 

 最後に新型コロナウイルス感染症以外の入

院患者さんへの対応ですが、原則としてご家族

による面会や外出・外泊もご遠慮いただいてい

ます。当院が「生活の場」となっている筋ジス

トロフィーや重症心身障害の患者さん・ご家族

にはご不便をおかけしていますが、新型コロナ

ウイルス感染対策へのご協力をお願いしてい

ます。また、当院では様々な患者さんへのリハ

ビリテーションを行っていますが、外来患者さ

ん（主に筋ジストロフィー）と入院患者さんと

は実施時間を分ける、リハビリテーション室内

の実施場所を分ける、使用した機器・ベッドの

消毒等行っています。また、入院患者さんも必

要に応じてベッドサイドで行うなど臨機応変

に対応しています。 

以上のような新型コロナウイルス感染症対策

を実施していますが、感染拡大が続いています

ので、今後も気を引き締めて入院・外来診療を

行っていきます。 

 

（統括診療部長：大塚 友吉） 

当院の新型コロナウイルス感染症対策について 
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受託実績 

平成３０年度 ３５５件 
令和 １ 年度 ４８３件 
令和 ２ 年度 ３００件（４～１２月） 

たくさんのご紹介ありがとうございます。 
 

 

１ ２ 

３ ４ 

画像診断共同利用ＣＴ・ＭＲＩ・シンチ検査のご案内 

検査結果は翌日（土日祝の前日の場合は翌開院日）、画像（ＣＤ－Ｒ）と診断レポートを発送
します。お急ぎの場合は、翌日（土日祝の前日の場合は翌開院日）、診断レポートをFAXにて
ご連絡いたします。 
また、一般的なトンネル型MRIは閉塞感があるため、閉所恐怖症の人や高齢者が苦手とするケ
ースが少なくありません。当院では、周囲に隔てるものがなく窮屈感や圧迫感が軽減され、軽
度の閉所恐怖症の人でも検査可能なオープン型MRI（0.3テスラ）を採用しています。 

地域医療連携室（医療機関からの問い合わせ窓口） 
電 話 ０４８-７６９－１９７０ 
ＦＡＸ ０４８-７６９－１９７１ 

※ご利用時間 月～金（祝日は除く）８:３０～１７:１５ 

① 風除室に設置した発熱患者さんへのお願いとアルコール液。 
② 正面玄関内に設置したサーモ式温度計（一般の方用と車イスご利用の方用と２台設置しています）。 
③ 外来ホールに設置した飛沫感染予防のためのスクリーン。 
④ 正面玄関にて対向者との接触を避けるため一方通行にご協力いただいています。 

 



- 4 - 

 

神経内科のご案内 
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リハビリテーション科 

～ボツリヌス毒素療法について～ 

ボツリヌス毒素を下肢の筋肉へ注射する様子      リハビリの様子 
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 当院へ通院されている患者様におかれましては、以前より「院外処方せん」にて保険調剤薬局

（かかりつけ薬局）で調剤をお願いしているところです。 

近年、病院の入院患者様においては、質の高い医療サービスを提供するために病院の多職種で

構成する医療チームで治療やケアを提供しております。その中で、薬剤師の役割は「お薬」に関

係する重要な部分であり、入院患者様が早期に退院し、自宅での療養をより良く過ごせるように

努力しております。 

当院へ通院されている患者様におきましてはこの事をご理解頂き、ご自身の「お薬」は「院外

処方せん」にて保険調剤薬局（かかりつけ薬局）での受け取りにご協力をお願い致します。 

 

保険調剤薬局（かかりつけ薬局）での受け取りの良い点は、当院以外の病院やクリニックなど

で処方されているご自身の「お薬」の状況を管理できるところにあります。いつも飲んでいるサ

プリメントや「お薬」の飲み合わせ、副作用などもチェックしてもらえるので体調の変化もすぐ

に相談できます。また災害時の場合でも、かかりつけ薬局があると「お薬」の相談がスムーズで

す。ご自宅・職場近くの保険調剤薬局を見つけて、外来通院においてもより良い質の高い医療が

受けられるようにしましょう。 

「お薬」はご自身が健康に生活するための大事なパートナーです。生涯、飲み続けなければい

けない「お薬」もあります。また飲み慣れている「お薬」が毒になることもあります。ぜひ、相談

できる、かかりつけ薬局を持ちましょう。 

 

（薬剤部⾧:澤田 大介） 

                                                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「院外処方せん」発行推進へご協力のお願い 
 

～お薬を受け取るまでの流れ～ 
 

① 診察後、受付にて「院外処方せん」 
を受け取ってください 

 

② 保険薬局に「院外処方せん」を渡
し、お薬を受け取ってください 
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地域医療連携室からのお知らせ 

地域医療連携室からのお知らせ 
１月２５日から地域医療連携室の場所が変わります。  

移動場所:管理棟２階 
＊電話、FAX 番号は変更ありません。 

   （TEL048-769-1970 FAX048-769-1971） 
＊連携室へご用の際は１階受付へお声かけください。 

よろしくお願いいたします。 

外 来 診 療 担 当 医 表 
令和３年１月１日現在 

- 8 - 


